
ζ
の
五
月二
十日 、

台湾で
は
民主
進

歩党の
脱
水府
民が「
中情
民同
第
十
代

総
統」
に
就
任
する。
今
世
紀
初
頭
の

〈

孫哀み〉
以来の
伝統を
もっ
出

国
民
党の
長
期一

党支聞が
崩れ 、
野
党

の
政
榔が
誕生
する
と
と
口
体が
同
期
的

で
ある
だ
けで
は
ない。
折
導者
の
死を

待た
ず
に
凶h
的な
川
般選
挙によっ
て

実
現
する
政

梢交代は 、
中
消世
間押で
は

有
史
以来
日以
初の
出
来がで
も
ある。

「人民の意思」が実現

号車3fl郵便物認可

と
のこつ
の
ポ一
だ
けで

もト〈袈なこ

と
なの
だ
が 、
今
回二
千二
百
万
人の
台

湾民衆の
大部
分に
とっ
ては 、
大陣
中

国で
の
内
戦と
革
命
に
敗北し
て
台
湾托

粧来し
て
きた「
征
服王
制」
とし
ての

凶
民
党

政努、
ま
さ
に
護
側 、
殺の

強制酬し
て止
ま
ない
〈
人民の
京出〉
に

よっ
て、
その
雌
史
的
使命の
終
持
を

汚
げ
られ
た
に
等し
い
と
とは
大
きな
店

協が
ある
の
だ。
し
か
もこ
の
よ
う
な
政

治
発凶は 、
台
湾の
無血

哨命と
し
て、

世
界が
見守る
ガ
ラ
ス
怯
りの
押
合で
成

熟し
て
きた
もの
で
ある。

それ
だ
け
に 、
こ
う
し
た
凶聞を
も
た

らし
た
学
校
削
総
統の
十二
年間の
前
位

そん ，ふ
りかえっ
てみる
と
と
が
賠訴で

あ
ろ
う。mm
もが
認
め
ねる
よ
う
に 、
李

針皮j
（、夕子ゴ）毘罰

笠師時代の
台湾が
腔
史民
くっ
き
り
と

刻ん
だ

航跡は 、
台
湾の
民主
他とア
イ

デン
ティ
ティ
ー

の
糠ま
りで
ある。
民

主
他そ
掛
軸としア
イデン
ティ
ティ
ー

の
確立
を
縦
軸と
し
て
台
楠山の
変他を
み

る
制
鹿
が 、
中
台
凶係の
よ
う
な
同
際政

治上
の
論点を
考え
る
般
に
も 、
ぜ
ひ
導

入され
な
けれ
ば
な
らない。

一一u
に
民主
佑とい
う
けれ
ど 、
台
湾

の
地合 、
それ
はた
ん
に
政
治制
度の
改

制や

総統民選へ
の

秘法修正
などい
わ

ゆる
山

政改却の
み
に
はとどま
れ
ない

悶離を
伴っ
てい
た。
す
な
わち 、
特
介

石・
蒋
経
国「
外来
政権」
の
党N
凶
体

嶺雄

東京外国語大学学長
（凶際｜矧お命）

なかじま・みねお
1936年11：まれ。京大大
学院修f。 カリフォル
ニア大サンディエゴ校
大学院特n教綬などを
経て951ドより現職。

「アジア・オーブン・

フォーラムJ世話人代
表。 若，＇nこr北京烈
烈』 （サントリー学芸
賞受賞）など。

中嶋

削と
白
色テロ
に

説徴され
る

闇民悦の

統治シ
ス
テ
ム
を 、
その
内
部か
ら
扶っ

て
切
り
出
す
と
い
う
孤
立
無
煙
の
闘
い

を 、
李投
削
総
統は
山口
初よ
ぎなく
され

た
の
で
あっ
た。
事控
抑
民が
蒋
経
同
総

統の
死によっ
て
捌
総
統か
ら
初め
ての

本科
人（
台
湾
人）

総統に
就任
し
た一

ん
八
八年か
ら

んO何代初副に
か
けて

は 、
国

民党外省
人の
古

参幹部が
徹況

に
も
新総
統を
包
聞し
てお
り 、
た
とえ

ば
軍の
長
老・

都柏村参
ぷ総
長
によ
る

「

叩市クー
デ
ター」
川
両そ
集知し
て

以脇は
防止
する
といっ
た
瀬戸
際に
も

立
たされ
た
の
で
あっ
た。

当時ま
だ
MW

抑
引を
もっ
てい
た
米英
蹄
女
史（
縛
介

民
主
化
と
「
認
同」

台北の国民党本部で、3月、党主席を辞任し、

ス
タッ
フ
と
抱き
合う
李笠
間総
統日ロ
イ
ター

で
新
時
代

行
夫
人〉
の
不以一一な
政前介
入そ 、
女
史

の
市川す上
海諸
を
李総
統が
聴
き
取れ
な

い
と
とを
開
山に
九
州民
政
すよ
う
泊っ

て
撤

回毎る
といっ
た
知
悲
絞
らね

ば
な
らな
かっ
た。

深まる同一性の認識

こ
の
よ
う
に
台
向の
民セ
化は 、
凶
M凶

党h
仰と
し
ての
併
殺剛
氏が
ま
さ
に
州

民
党旧

体制と
凶い 、
凶民
党そ一
歩一

しれつ

歩
合湾
化し
てゆく
峨烈
な
政
治
闘
争に

よっ
て

狗制され
た
もの
で
あっ
た。

その
よ
う
な
宅金
抑
総統
は 、
凶
民党

政川が
合
間以
来そ
押
．此レ
た
内七
年の

二
二一
八喰
件の
必惨を
公式に
伯い 、

今
問 、
民
進
党
政
権
下
で
総
統
府
資
政

（
顧問）
に
なる
必
明敏
民を
は
じめ
円

色テロ
の
時
代に
はいMM
で
きなかっ
た

在
米や
在日の
知隣
人
らを
迎え
入れ
る

た
め
に
史民
細かな
気
配
りもし
て
きた

の
で
あっ
た。
と
と
は
も
角
的にお
ける

民主
佑の一
断耐が
Ha
出し
てい
る。

ア
イデン
ティ
ティ
ー

の
確立
に
凶レ

ては 、
今
日 、
内
何

人店却が
さ
らに
深

ま
りつ
つ
あると
と
によっ
て、
すで
に

十
分
証
明され
てい
る。
ア
イデン
ティ

ティ
ー

とい
う
円
却に
は
適
当な
H
本
初

そ
当
てる
ζ
と
が
雌
し
い。
し
た
がっ

て、
つ
い
英
語のカ
タカナ
表記
に
私記

ちはた
よ
る
の
だ
が 、
合

的の
小川
品（
北点
的）

に
は
「
四時
凶
（
レ
ン
ト

ン）
」
とい
う
適訳が
あ

、

る。
ま
さに
今日
の
合
階

、、

人は
自分た
ちを
巾
同人

ノ

とレ
てで
は
なく「
内向

人とし
ての
同一
一牲にお

い
て認
鴻し
てい
る」
の
で
あ
り 、
と
の

点
は
地
近の
ぷ

議訓査
が
明白
に
示し
て

い
る。
併
殺
州
民の
wn
A
『
台
湾
の
主

川駅』
（
PH
p

m兜所）
や
じ
さ
d
ww注

太郎
氏との
対話（
州日
新
聞社
刊『
台

湾
紀
行』

所収）
にみ
られる
台
湾
人怠

殺の
深
川乙
そ 、
人 ，
uの

AMm民
衆の
知

的
公
民
凶だ
とい
わねば
な
らない。
民

主
化そ
伴わない
ア
イデン
ティ
ティ
ー

の
探ま
りが
しば
しば
制
狭なナショ
ナ

リズ
ム
や
排他
的なリlNジョ
ナ
リズ
ム

（
地
域h
反）
もし
く
は
愛川k
義広辿

な
り 、
文化
服
部や
民朕
紛争に
も弔っ

てい
る
今
日の

川州にあっ
て、
打
開人

神のの明l圧むる
脱いさ
さと
虫 薬
き 嬰bと 2え
程 空広 三
学？弓柏

秀でた学識と哲学

以上
の二
つ
の

間以舶に
加え
て、
学

設
問
時
代そ
諮る上
で
欠かせ
ない
もう

一
つ
の

特徴は 、
李総
統
門身が
示し
た

政前
的リー
ダーシッ
プとス
テ
イツマ

ン
シッ
プで
ある。
と
の
点で
は 、
李
総

統目
身が
もっ
議と
忍を指摘し
な

；
 

い
わ
け
にはゆ
かない。
敬度なク
リス

チャ
ン
で
あ
り 、
すぐれ
た
出
来続
湾r

者で
ある

事校側
民は 、
その
抗内川
に

おい
て被
外れ
た
存任で
あり 、
M
I
T

（マ
サ
チュ
ー
セッ
ツ工
掛
大）
のレ
ス

タ1・
サロ
・i

教疫を
は
じめ
と
する
ほ

抑の
打数の
mぶと
十
分に
わた
りあっ

て
奇託。
人
山崎・
文
唄酬や
純

怖政策

など 、

ロ僚の
作
文を
神的削み
すると
と

など一
切な
く 、
いつ
も自
らの
語
誕で

掛っ
て
きた
政情家で
ある。
乙
の
市44 ・

の
邸
般におい
て、
合
的の
李登
削時
代

はつ
ね
に〈

知的な
状
出〉
た
り
ωた
の

で
あり 、
ζと
に
も
大きな
舵

史的以
昧

が
ある。
し
か
も 、
こ
の
よ
う
な
艇
史的

時代を
中川
か
らの
絶え
間な
き
川
刈と

孤立
化し
た川
際問 し
川におい
て
は徹し

たので
あっ
た。

それ
だ
けに
李登飾総
統は今 、
「
民

主の
父」
「

改市の
父」
とし
て、
れ
ら

敷い
た
路線を
継
ポせ
ざる
そ
得ない
隙

水口州
政
院の
誕住
民
心の
版で
は
制起し

つ
つ 、
「
以ぷ担
の
国
民党
体制
と

自
ら
蝦
先
し
て
訣別し 、
〈
人民
の
広

忠
定
書レつつ 、

監の
抑円か
ら

の
m
kレい
治
山怖を
県た
そうと
し
てい

る。
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